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1.はじめに
大学における学生の成績評価方法として GPAがあ
る．GPAはその学生の大学における成績の総合評価と
いえる．しかし大学における単位選択は学期ごとに生
徒個人で行う必要があり大きな負担となる．そこで，過
去の教学データについて分析を行い科目の成績の予測
を行い高い GPAを取得できる科目を推薦する．また，
GPA向上のための教材の提供も同時に行う．
2.教学データ分析と情報推薦
学生の学習ログや学生へのアンケート，作業物，授
業の学習過程の記録などの学生のデータを教学データ
という．近年，これらの教学データに対する分析を総
じて教育工学という [1]．
情報推薦とは利用者にとって有用と思われる情報を
選択，推薦することである [2]．情報推薦のアルゴリズ
ムとして与えられたデータから規則性を見つけ，利用
者がまだ知らない情報を予測する協調フィルタリング
がある．教学データに対して，協調フィルタリングを
実装する．
3.科目の成績予測と教材の最適化
協調フィルタリングにより学生の成績を予測し，学
生がなるべく高い GPAを取ることができるように科
目の推薦を行う．
科目の推薦と同時に科目に対する教材の提供も行う．
これらの教材はシラバスから作成を行う．これらの教
材は学生によりレビューが可能であり，さらにそれらの
レビューの評価点により教材のランキングを行い，ラ
ンキング上位の教材を学生に提示する．教材のランキ
ングはレビューの評価点のみを考慮して行うのではな
くそのレビューが信頼できるレビューであるかの基準
としてスパム性を考慮しレビューに対する最終的なス
コアを計算し学生へ教材の提示を行う．
4.提案手法
協調フィルタリングにより予測，推薦した科目とそ
の科目情報から作成された教材をHTMLに表示し，学
生がその場で学習することができる情報推薦．学習支
援システムの開発を行う．
学生がログイン画面で学籍番号を入力するとその学
籍番号の成績データと過去の学生のデータを使って協
調フィルタリングを行う．そこから得られたおすすめ

の科目をHTMLに表示する．さらに科目ごとの教材の
提供を行う．学生が教材に対してレビューを行う度に
そのレビューに対する情報性，集中性，類似性の 3つ
のスパム性を考慮して評価点の計算を行う．そして教
材のリランキングを行い HTMLの更新を行う．
5.実験結果ならびに考察
協調フィルタリングによる学生の実データを使った
結果の有効性を示す．また，システムを利用して成績
が上がることを示す．

6.おわりに
学生の教学データに対して分析を行い科目の推薦を
行うことの有効性を示した．また，システム使用前と
後で模擬的なテストを行うことで本システムを利用す
ることで成績の向上を図り，GPA向上に繋がることを
示した．
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